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行 事 名 内 容 主 催 場 所 期 日

講演，環境保全活動団 鹿児島県地球にやさし 鹿児島市 平成17年 6月 7日
体の表彰等 い県民運動推進会議

（事業者団体，民間団
体等約２２０団体）

環境教育授業 燃料電池の実験及び大 鹿児島県 南さつま市 平成17年 6月 7日
気測定車見学 鹿児島市 月 9日6

南種子町 12月20日
霧島連山自然保 霧島屋久国立公園の霧 鹿児島県霧島連山自然 霧島屋久国立公 平成17年 6月 5日
護合同パトロー 島地区で高山植物盗採 保護協議会 園霧島地区内
ル開始式 防止のための巡視と空

き缶清掃
ウミガメ保護パ ウミガメ保護パトロール 鹿児島県内の市町村 県内のウミガメ 平成17年5月～8月
トロール の上陸する海岸

鹿児島市 平成17年 6月18日かごしまキャンド ライトダウンセレモニー 社団法人かごしま青年会
ルナイト2005 議所

地球にやさしい
県民運動推進大会

第３節　環境保全に関する普及啓発  

１　環境の日及び環境月間  
　６月５日の「環境の日」は，事業者及び国民の間に環境の保全についての関心と理解を深
めるとともに，積極的に環境の保全に関する活動を行う意欲を高めるため，平成５年11月に
公布，施行された「環境基本法」に基づき設けられました。そもそも，この「環境の日」は，
1972年にストックホルムで開催された「国連人間環境会議」が６月５日から始まったことを
記念して我が国の提唱により設けられた「世界環境デー」を踏まえたものです。  
　以来，我が国では，６月５日から11日までの１週間を「環境週間」として，また，平成３
年からは，６月を「環境月間」として環境保全の普及啓発に努めています。  
　本県においても，関係機関団体の協力のもとに，環境問題に対する関心を高め，できるこ
とから行動に移す機会にするため，各種の関連行事を表５－７のとおり実施しました。　  

表５－７　環境月間関連行事 

２　みんなで創るかごしまのみどり推進事業
　みどり豊かな県土づくりを推進するために策定された「新グリーンプラン21（県緑化基本
計画）」の実現に向けて，県民参加によるみどりづくりを推進するため，緑の少年団の活動
促進や地域における緑化実践活動を助長するとともに，２月１日から４月30日までを「緑化
強調期間」と定め，緑化推進運動を集中的に実施し，緑化の普及啓発を行っています。

３　森林のつどい  
　みどりは人間にとって，国土の保全，水資源のかん養，学習・レクリエーション活動の場
等人々の安全で快適な生活環境を確保するうえで，重要な役割を果たしています。
　県では，県民のみどりに対する理解を深める機会を充実させ，自然とふれあいを通じて，
その恩恵に感謝し，みどりを守り育てる意識を高揚させることにより，県民参加のみどりづ
くりを促進するための事業を実施しています。（表５－８）
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イベント名 時 期 場 所 内 容

緑の少年団活動発表，森の散策，森林体験教室，みどりの感謝祭 平成17年４月29日 県民の森
緑の教室，苗木配布
森の散策，寄せ植え教室，陶芸教室，森の秋まつり 平成17年10月17日 県民交流
アトラクション，緑の教室，苗木配布

団体名（市町村名） 市町村 観察場所 等級平均値

鹿児島市 都市農業センター 9. 3

皇徳寺中学校サイエンスクラブ 鹿児島市 皇徳寺中学校 8. 9

せんだい宇宙館 薩摩川内市 せんだい宇宙館 8. 2

こどもエコクラブエコエコ 日置市 住宅地 9. 3

トカラ列島中之島天文台 十島村 中之島天文台 -

あいら星の会 姶良町 8. 2

（個人） 肝付町 森林・山間地 9. 1

全国観察地点の平均 8. 1

団体名（市町村名） 市町村 観察場所 等級平均値

皇徳寺中学校サイエンスクラブ 鹿児島市 皇徳寺中学校 8. 3

加世田サイエンスクラブ 南さつま市 11. 4

あいら星の会 姶良町 8. 6

（個人） 肝付町 住宅地 8. 7

全国観察地点の平均 8. 1

センター

NPO法人NPOエコかごしま

スターランドAIRA

スターランドAIRA

加世田鉄山地区構造改善センター

※　等級平均値は，天体を地上で観測した時の見かけの明るさを示した数字。数字が大きいほど
　暗い星まで見える。

表５－８　平成17年度　「森林のつどい」イベント 

４　空き缶等散乱防止対策
　 (1)　市町村の活動 

　平成17年９月末現在，県下31市町が空き缶等の散乱防止のための条例を制定しているほ
か，要綱の制定，協議会の設置，各種啓発事業などが進められています。

　(2)　県の活動 
　平成17年度は，各種の散乱防止対策が円滑に進められるよう，清掃美化事業を実施して
いる関係各課と連携をとっているほか，10月を「マイバッグキャンペーン」期間とした，
九州統一のＰＯＰシール配布による県民への啓発や統一美化活動実施の呼びかけなどを行
いました。

５　全国星空継続観察（スターウォッチングネットワーク）
　全国星空継続観察は，環境省が各自治体や天文クラブ等の協力を得て，昭和63年から実施
しているものであり，星空の観察という身近な方法により，大気環境の状況を調査するとと
もに，大気環境保全の重要性について考えていただくことを目的としています。
　平成17年度は全国で夏期427団体，冬期352団体が参加しており，本県においても夏期７
団体，冬期４団体が参加しています。（表５－９）

表５－９　スターウォッチング結果
　①平成17年度夏期分（H17.7.27～8.9)

　②平成17年度冬期分（H18.1.18～1.31)


